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十
月
四
日
（
木
）
～
十
一
月
四
日
（
日
）

〈
開
催
期
間
〉

や　

ぎ　

き
ほ
う

　

曳
山
博
物
館
で
は
、
十
月
四
日
（
木
）
か
ら
十

一
月
四
日
（
日
）
ま
で
、
企
画
展
「
曳
山
を
彩
る

絵
師
た
ち
Ⅲ
八
木
奇
峰
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

八
木
奇
峰
（
一
八
〇
四‐

七
六
）
は
、
近
江
国

浅
井
郡
下
八
木
村
（
現
長
浜
市
下
八
木
町
）
出
身

の
画
人
で
、
初
め
は
長
浜
町
下
船
町
（
長
浜
市
朝

日
町
）
に
い
た
京
狩
野
派
の
絵
師
山
縣
岐
鳳
（
一

七
七
六‐

一
八
四
七
）
か
ら
絵
の
手
ほ
ど
き
を
う

け
ま
し
た
。
岐
鳳
の
下
で
研
鑽
を
積
み
頭
角
を
現

し
た
奇
峰
は
、
師
の
仲
介
に
よ
り
松
村
景
文
に
弟
子

入
り
し
ま
す
。
景
文
は
、
四
条
派
の
祖
で
あ
る
呉
春

の
異
母
弟
に
し
て
弟
子
と
い
う
人
物
で
、
自
身
も
ま

た
京
都
画
壇
、
四
条
派
の
重
鎮
で
し
た
。
こ
の
新

し
い
師
の
下
で
も
奇
峰
は
技
量
を
認
め
ら
れ
た
よ

う
で
、
景
文
の
没
後
に
師
の
偽
筆
を
作
ら
な
い
こ

と
を
誓
う
宣
誓
文
を
交
わ
し
た
五
人
の
高
弟
の
内

の
ひ
と
り
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
宣

誓
文
の
逸
話
か
ら
は
、
奇
峰
が
景
文
そ
っ
く
り
の

作
品
を
制
作
で
き
る
ほ
ど
師
の
画
風
を
よ
く
習
得

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
で
し
ょ
う
。

や
ま
が
た
ぎ
ほ
う

け
い
ぶ
ん

ご
し
ゅ
ん

神戸町組孔雀山　舞台障子腰襖《芙蓉四十雀図》



－２－

展示説明のようす(平成３０年８月１８日)

怖い紙芝居のようす(平成３０年８月１８日)

日
ま
で
湖
北
に
伝
わ
る
優
品
で
す
。
ま
た
、
長
浜

曳
山
祭
の
曳
山
の
一
つ
で
あ
る
神
戸
町
組
孔
雀
山

の
舞
台
障
子
腰
襖
《
芙
蓉
四
十
雀
図
》
と
楽
屋
襖
《
紅

葉
鳩
図
》
も
奇
峰
の
手
に
よ
る
作
品
で
あ
り
、
長

浜
曳
山
祭
と
も
縁
の
あ
る
画
人
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
の
舞
台
障
子
と
楽
屋

襖
を
は
じ
め
と
す
る
湖
北
に
残
さ
れ
た
奇
峰
の
作

品
を
展
示
、
紹
介
し
ま
す
。
湖
北
に
生
ま
れ
育
ち
、

京
都
画
壇
の
第
一
線
で
活
躍
し
た
こ
の
画
人
の
こ

と
を
少
し
で
も
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。 ふ

よ
う
し
じ
ゅ
う
か
ら
の
ず

　

奇
峰
は
景
文
の
門
下
に
入
っ
て
以
降
、
京
都
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
記
録
に
残
る
奇
峰

の
最
初
の
画
事
は
、
東
本
願
寺
白
書
院
杉
戸
絵
の

制
作
で
、
そ
の
他
に
も
大
き
な
仕
事
と
し
て
は
、

桂
宮
本
邸
（
元
離
宮
二
条
城
本
丸
御
殿
）
の
襖
絵

お
よ
び
杉
戸
絵
や
、
御
所
の
襖
絵
の
制
作
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
京
都
町
衆
を

は
じ
め
と
す
る
客
の
依
頼
に
応
じ
て
絵
を
描
い
て

い
た
よ
う
で
す
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
出

版
さ
れ
た
『
平
安
画
家
評
判
記
』
と
い
う
書
物
は
、

嘉
永
七
年
（
一
八
五
三
）
の
火
災
で
焼
失
し
た
後

に
安
政
二
年
再
建
さ
れ
た
内
裏
の
障
子
絵
や
襖
絵

を
制
作
し
た
画
家
た
ち
を
歌
舞
伎
役
者
に
見
立
て
、

そ
の
評
判
を
番
付
形
式
で
記
し
た
書
物
で
す
が
、

奇
峰
は
こ
の
書
物
の
中
で
十
五
番
目
に
名
前
が
挙

が
っ
て
い
ま
す
。
全
五
十
七
名
か
ら
な
る
番
付
中

の
十
五
位
で
す
し
、
当
時
の
京
都
に
は
こ
の
番
付

に
載
っ
て
い
る
者
以
外
に
も
沢
山
の
絵
師
が
い
た

こ
と
も
考
え
る
と
、
奇
峰
の
評
判
は
な
か
な
か
の

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
京
都
で
一
流
の
絵
師
と
し
て
活
躍

す
る
一
方
で
、
奇
峰
は
故
郷
で
あ
る
湖
北
の
地
に

も
数
々
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
自
身
の
出
身

地
で
あ
る
下
八
木
に
あ
る
慈
栄
寺
の
書
院
の
襖
に

描
い
た
《
田
家
図
襖
》
、
竹
生
島
宝
厳
寺
の
文
専
上

人
の
求
め
に
応
じ
て
制
作
し
た
《
蓮
鷺
図
》
、
下
八

木
村
と
富
田
村
の
村
人
の
依
頼
で
同
じ
く
竹
生
島

に
奉
納
さ
れ
た
大
絵
馬
《
平
経
正
像
》
な
ど
は
今

し
ろ
し
ょ
い
ん

ほ
う
ご
ん
じ

れ
ん
ろ
の
ず

た
い
ら
の
つ
ね
ま
さ

神
戸
町
組
孔
雀
山　

楽
屋
襖
《
紅
葉
鳩
図
》

　

曳
山
博
物
館
の
納
涼
企
画
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
で
は
開
館
時
間
を
延
長
し
、
夜
の
展
示
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
怪
談
と
長

浜
曳
山
祭
に
関
わ
る
作
品
と
し
て
、
長
浜
城
歴
史
博

物
館
所
蔵
の
三
幅
対
、
巨
勢
小
石
筆
《
幽
霊
・
仔

犬
に
髑
髏
・
白
蔵
主
図
》
を
展
示
、
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
の
三
幅
対
の
主
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

る
白
蔵
主
は
、
狂
言
『
釣
狐
』
に
登
場
す
る
妖
怪

狐
で
、
常
磐
山
の
前
柱
に
あ
し
ら
わ
れ
た
特
徴
的

な
錺
金
具
の
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
十
八
日
に
は
子
ど
も
の
入
館
料
を
無

料
と
し
、
展
示
室
で
は
ち
ょ
っ
と
怖
い
紙
芝
居
を
上

演
。
多
く
の
方
に
曳
山
博
物
館
の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
展
示
説
明
会
】
十
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
半
～

予
約
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！



－３－

座
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
す
べ
て
に
お
い
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み

は
今
年
で
十
四
年
目
を
迎
え
る
長
期
的
な
活

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、

次
世
代
を
担
う
中
学
生
に
曳
山
祭
を
強
く
印

象
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
保
存
・
伝
承
の
気

運
の
醸
成
の
動
機
づ
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

伝
承
委
員
会
は
平
成
十
二
年
の
曳
山
博
物

館
開
館
と
同
時
に
、
長
浜
曳
山
祭
を
催
行
す

る
山
組
関
係
者
を
中
心
に
組
織
し
、
長
浜
曳

山
祭
を
保
存
・
伝
承
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
山
組
若
衆
向
け
講
座
「
楽
衆
塾
（
が
く

し
ゅ
う
じ
ゅ
く
）」、
広
く
曳
山
祭
を
普
及
す
る

「
市
民
曳
山
ま
つ
り
講
座
」、
委
員
の
造
詣
を
深

め
る
「
伝
承
夜
話
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
「
楽
衆
塾
」
は
長
浜
曳
山
祭
の
次

代
を
担
う
山
組
若
衆
を
対
象
と
し
て
、
曳
山
祭

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
保
存
・
伝
承
の
中

心
に
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
た
勉
強
会
で
す
。

講
師
に
は
、
歴
史
学
者
や
、
そ
の
道
を
極
め
た

技
術
者
、
歌
舞
伎
役
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
部
門

か
ら
招
聘
し
、
曳
山
祭
の
保
存
・
伝
承
の
気

運
や
情
勢
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
か
ら
は
地
域
の
学
校
と
の
連

携
を
図
り
、
曳
山
祭
の
伝
承
者
、
支
援
者
の

拡
大
を
目
指
す
目
的
で
長
浜
市
立
西
中
学
校

の
総
合
学
習
に
お
い
て
、
曳
山
文
化
を
色
ん

な
角
度
か
ら
学
ん
で
も
ら
う
「
長
浜
曳
山
文

化
教
室
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
年
間
四
講

「蒔絵体験教室」の作品展示

楽衆塾のようす（平成３０年７月２５日）

　

今
年
七
月
に
は
、
初
の
試
み
と
し
て
、
第
四

講
で
行
っ
た
「
蒔
絵
体
験
教
室
」
の
作
品
を
最

寄
り
の
金
融
機
関
で
展
示
し
ま
し
た
、
ご
覧
に

な
ら
れ
た
市
民
の
皆
様
か
ら
は
、
作
品
の
出
来

栄
え
に
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
浜
曳
山
祭
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
世
界
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
伝
承
委
員
会
は
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
事
業
を
通
じ
総
力
を
挙
げ
長
浜
曳

山
祭
の
保
存
・
伝
承
、
普
及
・
啓
発
に
寄
与
し
、

市
民
が
誇
れ
る
曳
山
祭
と
な
る
よ
う
邁
進
し

て
行
き
ま
す
。
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曳 山 の 展 示次回企画展

【
翁
山
、
常
磐
山
】

曳
山
二
基
公
開

【
孔
雀
山
、
萬
歳
樓
】

曳
山
二
基
公
開

曳
山
を
彩
る
絵
師
た
ち
③

「
八
木 

奇
峰
」
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平
成　

年
、
長
浜
曳
山
祭
の
出
番
山
が
、

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

３１

　

平
成
三
十
年
度
は
、
修
理
ド
ッ
ク
に
北
町
組

青
海
山
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
青
海
山
は
、
楽

屋
木
部
修
理
と
舞
台
障
子
修
理
等
の
た
め
に
本

年
度
は
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
舞

台
障
子
修
理
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

青
海
山
の
舞
台
障
子
は
、
中
谷
求
馬
の
「
紙

本
金
地
著
色　

四
季
花
卉
図
」
で
す
。
舞
台
障

子
腰
襖
三
面
の
黒
漆
塗
入
隅
型
額
縁
内
の
鏡
に

金
箔
を
貼
り
、
紅
白
の
牡
丹
・
水
仙
・
杜
若
・

石
竹
・
桔
梗
・
菊
・
薄
な
ど
の
四
季
の
花
卉
を

描
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
花
を
描
き
煩
雑
に
な

り
が
ち
な
画
面
を
、
下
部
の
濃
緑
の
葉
を
力
強

く
表
現
す
る
こ
と
で
絞
め
て
い
る
の
で
す
。
中

谷
求
馬
（
一
七
四
六
～
一
八
三
二
）
は
、
坂
田

郡
今
村
（
長
浜
市
今
町
）
出
身
の
画
人
で
す
。

十
五
歳
の
時
に
江
戸
へ
出
て
、
狩
野
栄
川
院
典

信
の
門
下
と
な
り
ま
す
。
修
業
を
終
え
て
帰
国

し
、
今
村
で
作
画
活
動
を
行
い
、
仏
画
や
人
物

画
を
得
意
と
し
狩
野
派
の
画
風
の
長
所
を
取
り

入
れ
た
作
品
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
修
理
で
は
、
絵
具
の
浮
い
た
部
分
を

お
さ
え
、
上
部
の
御
簾
の
た
る
ん
だ
部
分
を
締

め
直
し
て
い
ま
す
。

曳
山
博
物
館
で
は
、
随
時 

年
間
観
覧

券
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
個
人
券　

一
年
間 

二
、〇
〇
〇
円

   （
ご
本
人
の
み
）

　
◎
家
族
券　

一
年
間 

三
、〇
〇
〇
円

   （
ご
本
人
含
め
ご
家
族
五
名
様
ま
で
）

　
◎
法
人
券　

一
年
間 

一
〇
、〇
〇
〇
円

   （
一
回
に
つ
き
十
名
様
ま
で
）

ま
た
、
企
画
展
の
お
知
ら
せ
や

解
説
シ
ー
ト
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

曳
山
博
物
館 

℡
０
７
４
９-

６
５-

３
３
０
０

入
館
料
は
六
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
、

受
付
で
カ
ー
ド
提
示
で

一
年
間
何
度
で
も
入
館
出
来
ま
す
！

特典お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

一年
間、
入館
無料
！


